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図書館 2 階 JWU ラーニング・コモンズさくら（以下「さくら」と略）では、学科・専攻推薦を受けたラーニング・サポータ

ー（本学大学院生）が学修相談を受け付けます。学修相談以外にもミニ講座の開催や「さくら」の活動支援をしながら、

感じたこと、思ったことを「つぶやき」、本学学生の皆さんに学修相談に訪れてもらいたいと思っています。ラーニング・

サポーターは「さくら」で皆さんをお待ちしています！ 

 

＜9月のつぶやき♪INDEX＞ 

p1 趣味は何ですか  ＠M.A.（人間発達学専攻（児童）博士課程後期3年） 9月25日up 

p1 「光」を求めて美術館へ  ＠S.N.（英文学専攻博士課程前期年） 9月11日up 

 

つぶやき１♪ 趣味は何ですか 

初対面の人と互いに自己紹介をしあうとき， 

趣味を聞かれることがよくある。「趣味」には 

いつも困っていて，いろいろ好きなことはある 

けど胸を張って言えるものはないんだよな… 

と思ってしまう。難しく考える必要はないと 

わかっているが，相手に「釣りが趣味です」と 

言われた後なんかだとどうにも話しにくい。 

パッとは思いつかない～と話すと，人類全員 

に趣味があると思っているのか，とても驚か 

れる。 

小学生の頃は四六時中，本を読んでいた気がする。あの頃だったら，趣味は読書ですと自信満々に言えた。多分活

字が好きで，お風呂の時間，湯船につかると手持ち無沙汰になって風呂場にある機械の注意事項をひたすら読んだり

していた記憶がある。今でも一人でご飯を食べていると無意識に何か読めるものを探している時がある。 

活字が好きなことは変わらないのかもしれないが，小学生の頃とは違って，本を片手間に生活することはなくなった。

今は気合を入れないと一冊の本を開けない，ということが増えた。本だけではなくて，たくさん溜まっている観たかった

ドラマたちの 1話目もなかなかつけることができない。 

何かを楽しもうとする力が失われているなあと感じたとき，思い出す映画のシーンがある。観ると文句を言いたくな

る…イライラする映画だが（カテゴリ的には恋愛映画？），私のイライラは本題とは関係ない。大学生のころ小説や漫

画・舞台が好きだった男性主人公が，就職して激務に忙殺されるようになる。見かねた恋人が本（小説）を主人公に渡

して，「息抜きすればいいじゃん！」と言うと「趣味が息抜きにならない！パズドラしかできないんだよ。」と答えるシー

ン。 

忙しくなって精神的にも体力的にも余裕がなくなってくると，好きだった小説や漫画に興味を持てなくなり，携帯ゲー

ムしかできなくなるらしい。私はここまでの状況になったことはないけれど，読みたい本があっても読めないという無気

力な状態になることはたまにある。趣味なのに体力を溜めないと取り掛かれないとは…そもそも「取り掛かる」なんて

タスクやノルマみたいな言い方をするようじゃ趣味とは言えないのでは？自己紹介の「趣味」には当分困りそうである。 

 

つぶやき２♪ 「光」を求めて美術館へ 

皆さん夏休みはいかがお過ごしでしょうか。私は夏休みが始まる頃、図書館に通い詰めの毎日を想像して張り切っ

ていたのにもかかわらず、実際はというと8月の半分以上は病院と自宅を行ったり来たり…全く、うまくいかないもので

すね。9月は体調を万全にして論文執筆に励んでいきたいところです。 

さて、今回は東京・国立新美術館で行われている企画展「テート美術館展 光 ―ターナー、印象派から現代へ」の

ご紹介です。この企画展のテーマはタイトルの通り「光」です。18世紀から現代にいたるまでの光の表現方法や描写技
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法の変遷を感じ取れる企画展になっています。 

芸術作品における光の変遷を大きく 3つに 

分けており、西洋美術の所謂“偉い絵”の題材 

である聖書や神話の伝統を引き継いだ啓蒙時 

代の絵画に描かれる光、そしてグランドツアー 

やピクチャレスクへの関心の高まりから自然を 

美的なものと考えるロマン主義時代の風景画 

における光、そして科学技術の発展や都市化 

が進むことで部屋の中に射し込む光や写真・ 

オブジェを駆使して表現された 19世紀末から 

現代における光といった、200年に渡る芸術 

作品に見られる光の軌跡を俯瞰することができます。 

美術館を訪れる際、企画展の趣旨の理解はもちろんなのですが、ぜひ学芸員の方々による「展示の構成」という視

点からも楽しんでいただきたいです（私は博物館や美術館を訪れる度にその構成力に感心しています！）。企画展の

趣旨を伝えるために学芸員の方々の専門知が最大限に活かされており、一つ一つの絵画が意図的に並べられること

で展示室が生まれ変わるのです。ですので、ぜひ案内された順序に従って作品を見てくださいね。また、学生証を持

参すれば学生価格で入館することができますのでお忘れなく。まだまだ残暑が続きますので皆さまも体調管理を徹底

し、残りの夏休みを有意義に過ごしていきましょう！ 

 

国立新美術館：企画展「テート美術館展 光 ―ターナー、印象派から現代へ」 

https://tate2023.exhn.jp/ 
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